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全国レガシーギフト協会のご紹介



ー遺贈寄付の現状ー
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遺贈寄付の現状：国際比較

30兆6664億円
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アメリカ イギリス 日本

個人による寄付および遺贈の状況（2016年）

うち遺贈寄付 個人寄付

30.0

（兆円）

シーズの国税庁開示請求資料
および寄付白書2017より作成

1兆5035億円

7756億円

3兆3032億円

3472億円

1127億円

2015年 80億円
2014年 76億円
2013年 300億円

©一般社団法人全国レガシーギフト協会
3



遺贈寄付の現状 : 「意思と行動」

・遺贈寄付の意思

（遺贈寄付を希望）

・遺贈寄付の行動

（遺言書に遺贈寄付を記載済）

独身子供な
し

夫婦2人の
み

子供あり

42.6% 32.4% 20.0%

独身子供な
し

夫婦2人の
み

子供あり

1.3% 0.0% 0.1%

●遺贈に関する意識調査（日本財団2017年3月調査）

「遺贈寄付したい」け
ど

・遺言を書くのは面倒

・誰に相談したら？

・寄付先はどこが良いの？

寄付者

「寄付は欲しい」けど

・リスクはないの？

・取り組み方がわからない

・法律や税金の課題は？

非営利団体

＜遺贈寄付に消極的＞

・相続人と取引にならない

・トラブルは避けたい

・儲からない

仲介者

●関係当事者それぞれの事情
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ギャップ



遺贈寄付の現状 : 「高齢単身世帯の増加」

5

●65歳以上世帯の動向（内閣府：高齢社会白書）

単独世帯＋
夫婦のみ世帯
＝合計59.7％

財産はすべて子供へ ⇒ 一部を社会へ還元しても良い（意識の変化）

単独世帯 夫婦のみ世帯 親と未婚の子 三世代世帯



◆夫婦の完結出生児数（結婚期間15～19年）
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被相続人
(団塊の世代)

相続人(団塊ジュニア)

被相続人１人あたりの相続人数が減少

相続

（出典：国立社会保障・人口問題研究
所）

遺贈寄付の意義：「財産の受け皿」

◆生涯未婚率（50歳時の未婚率）

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

男

女

配偶者や子がいない被相続人が増加

戦前生ま
れ

戦後生ま
れ

（出典：国立社会保障・人口問題研究
所）

財産を遺したい相手がいない

行き場のない財産の受け皿としての遺贈寄付
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これまでは
意識の高い方が遺贈寄付

これからは
普通の人が遺贈寄付



遺贈寄付のニーズ：「社会的要請」

個人金融資産
１９４６兆円
(2021年3月末時点)

高齢の相続人

年間
約50兆円

老老相続問題

たった１％でも
5000億円

遺贈寄付

私利から利他へ
消費や投資に
向かわない財産

7

公益法人・NPO法人・大学等

地方から都会へ
金融資産が流出

60 歳以上金融資産

1999 年 47.4％
2014 年 65.7％
2035 年 70.6％
（金融庁推計）

活きたお金へ

社会課題の解決へ



ー全国レガシーギフト協会についてー
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近年の相続・遺言や終活などへの関心の高まりや、社会貢献意識の高まりから遺
贈寄付をされる方が年々増加している状況です。少子高齢化、教育、職業、地域
の過疎化など課題先進国である日本にとって、課題解決の促進のために遺贈寄付
が進むことは、とても重要なことであると思います。

遺贈寄付は、「人生の最後の意思決定」の尊重ともいうべき、大変重要なテーマ
が含まれている行為だと思います。しかし、現状では、遺贈寄付に関心を持った
としても、寄付先がわからなかったり、信頼できる相談先がない、具体的な方法
がわからない、といった寄付に踏み出せない状況もあります。また、受け手側の
団体も、しっかり想いを受け止め、きちんと活かす準備も必要です。

遺贈寄付を希望する人の多くが、その「人生の集大成のひとつとしての社会貢
献」を実現させるために安心して相談できる仕組みであり、受け手の団体の倫理
観を育む全国レガシーギフト協会の取組みを通じて、全国に新しい善意の循環を
生み出し、豊かな社会を創造するために価値のあるものにしていきたいと考えて
おります。

協会 代表挨拶

全国レガシーギフト協会 代表理事
樽本哲、山北洋二、山田健一郎、
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遺贈寄付を広げる

全国レガシーギフト協会の取り組み

遺贈寄付ポータルサイトの
運営

日本初の遺贈寄付啓発本（幻冬舎）出版や各種
TV,雑誌での特集への協力

遺贈寄付啓発ビデオの作成

遺贈寄付を理解する人を
育てる

遺贈寄付サロン、遺贈寄付ライブ
の実施

全国18ケ所の相談窓口を展開

中立・安心の相談窓口を
提供する
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啓発活動としての
「遺贈寄付ウィーク」の開催



「遺贈寄付の倫理に関するガイドライン」
を発表いたしました。

全国レガシーギフト協会の取り組み

https://izoukifu.jp/2021/09/13/legacygiftguideline/

遺贈寄付のお受け取りを予定されている非営利組織での援用を推奨しております。

https://izoukifu.jp/2021/09/13/legacygiftguideline/


私たちは、人生の集大成としての社会貢献である、遺贈寄付（遺言による寄付、
相続財産からの寄付、信託による寄付等）が寄付者本人の望む最適な形で実現し、
寄付した財産が地域の未来資産となり世代を超えて継承される社会を実現するこ
とを目指しています。
現在、全国各地に18の「いぞう寄付の窓口」を開設し、中立的相談を行うとと

もに、遺贈寄付の普及啓発、専門家やNPOなどの人材育成、政策提言などを行っ
ています。

https://izoukifu.jp/
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レガシーパートナー、レガシーサポーター制度について

私たちは、遺贈寄付が進む社会を一緒に創造するパートナーとして、レガシーパートナー・サポーター
の法人・個人を募集しています。ぜひ、一緒に遺贈寄付が進む社会を実現しましょう。
レガシーパートナーの皆様には、以下のような会員メニューを検討しております。
（メニューは、カテゴリーにより適用されない場合もありますので、ご確認ください）

遺贈寄付に精通した専門家による
質問応対サービス

研修会・遺贈寄付サロンの割引

小冊子の無料配布

※会員メニューは現時点のもので、今後改善のために変更の可能性があります

※会員種別により割引率が異なります。

年5回程度の遺贈寄付に関するメール相談を受け付けます
（追加調査が必要のないものに限ります）。また個別案件
の税務・法律相談は含まれません。
（カテゴリーによって対象とならないことがあります）

遺贈寄付が分かりやすくまとまっている小
冊子を数量限定で無料で配布します。
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「不動産査定取次サービス」
の無料での活用が可能

遺贈寄付の対象となる不動産についての事前査
定が無料で受けられる会員限定サービスです。

©一般社団法人全国レガシーギフト協会



会費・会員メニュー：レガシーパートナー（民間非営利団体）

レガシーパートナー（民間非営利団体（受遺団体向け））は遺贈寄付に取り組んでおり、寄
付者の思いの実現のために更なる受入れ体制や相談の質の向上や、一緒に遺贈寄付のエコシ
ステムを作り、育ててくださる皆様への制度です。
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レガシーパートナー
（法人賛同会員ー受遺団体向け）

年会費

研修会の受講割引

サロンの割引

FBコミュニティ

小冊子

質問サービス

30,000円

1団体につき3名まで20％割引

1,000円引き

〇

〇(メール）
原則年5回

年間50冊まで無料配布

レガシーパートナー

100,000円

1団体につき3名まで無料参加

参加無料

〇

○(メール、電話、Zoom)
原則年5回

年間100冊まで無料配布

アドバンスト
レガシーパートナー

遺贈寄付ウィーク 協賛費の割引 協賛費の割引

©一般社団法人全国レガシーギフト協会



会費・会員メニュー：レガシーパートナー（非営利団体以外の法人）

レガシーパートナー（その他の法人：サービス提供者等）は遺贈寄付の普及や促進を目的に
様々なサービスを提供し、より寄付者や受遺団体にとって遺贈寄付が身近なものとなり、遺
贈寄付が進む社会を一緒に作って下さる、育ててくださる皆様への制度です。

15

レガシーパートナー
（法人賛同会員ーサービス提供者向け）

年会費

研修会の受講割引

サロンの割引

広告

小冊子

メール質問
サービス

100,000円

1団体につき3名まで50％割引

1,000円引き

×

年間100冊まで無料配布

レガシーパートナー

200,000円

〇(広告機会あり）

年間100冊まで無料配布

アドバンスト
レガシーパートナー

1団体につき3名まで無料参加

参加無料

○(メール、電話、Zoom)
原則年5回

〇(メール）
原則年5回

協賛費の割引 協賛費の割引遺贈寄付ウィーク



会費・会員メニュー：レガシーサポーター (個人)

全国レガシーギフト協会では、レガシーサポーターとレガシーパートナーを募集します。
レガシーサポーターは私たちと一緒に遺贈寄付の普及や促進を応援してくださる個人の皆様
への制度です。

レガシーサポーター
（個人賛同会員）

年会費

研修会の受講割引

サロンの割引

FBコミュニティ

小冊子

メール質問
サービス

12,000円（1,000円 x 12ヶ月のマンスリーサポーター制）

20％割引

1,000円引き

〇

×

年間20冊まで無料配布
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受遺団体向けオンライン研修のご案内

5つのコースが受講可能です。

どこからでもいつでも学んでいただける
オンライン研修、ぜひご活用ください。

遺贈寄付の基礎知識を得る
遺贈寄付の現状と受入準備（講師：山北洋二）
遺贈寄付の法務（講師：樽本 哲）
遺贈寄付の税務と会計（講師：脇坂誠也）

遺贈寄付のさらなる知識を得る
不動産遺贈と包括遺贈（講師：齋藤弘道）
受遺団体としての広報戦略（講師：齋藤弘道）

全5コース、各2,000円（税別）

こちらから

https://izoukifu.jp/online/

https://izoukifu.jp/online/


会員制度に関する留意事項

• 全国レガシーギフト協会の会員制度は、協会と一緒に日本社会における遺贈寄付の推進を目指
し、寄付者の思いや最期の社会貢献の実現のために、より良いシステムづくりを一緒に作って
下さるサポーターやパートナーの皆様に向けての制度です。パートナーやサポート団体の皆様
が会員になられることで、寄付先として優先的に紹介をされる等の目的ではございません。

• レガシーサポーター・レガシーパートナーは、協会の定款上、議決権の無い賛同会員となりま
す。

• レガシーサポーター・レガシーパートナーになって下さった個人・団体の皆様で、希望される
方はサポーター・パートナーとして当協会のウェブサイトに掲載させて頂きます。

• 本パワーポイント資料は、会員制度の概要を分かりやすくするために簡素化して説明したもの
です。具体的内容は会員規約等の内容をご参照ください。

お問い合わせ先

【東京事務所】

〒105-0004 東京都港区新橋5-7-12 ひのき屋ビル7F

日本ファンドレイジング協会内 TEL：03-6402-5610

【岡山事務所】

〒700-0822 岡山市北区表町1丁目4-64上之町ビル3階

岡山NPOセンター内 TEL：086-224-0995

Email: izoukifu@gmail.com

ホームページ：https://izoukifu.jp/
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会員のお申込みは
こちらから

またはこちらから。

mailto:izoukifu@gmail.com
https://izoukifu.jp/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeMYUyxK6YUtddnRYoH4m6pNPd2Qo8DTrcVBpWmr6FsJYdbIQ/viewform
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